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インターネットなどの計算機ネットワークに対する標準時の提供は、諸外
国ではかなり⼀般的になりつつありますが、我が国におきましては、実験
的に⾏われてきたのみで、安定に、かつ継続してサービスを提供すること
が確⽴しておりませんでした。今回、郵政省通信総合研究所(CRL)、株式
会社インターネットイニシアティブ(IIJ)とインターネットマルチフィード
株式会社(MFEED)は、CRLが通報する⽇本標準時を、NTP(Network Time
Protocol)サーバを通じてインターネット上で提供するための共同研究を開
始しました。

この共同研究では、CRLが通報する⽇本標準時、IIJの提供するネットワー
ク運⽤技術、MFEEDの提供する⾼速配信環境を互いに組合せることによ
り、インターネット上での精度が⾼く安定した時刻の供給を実現するネッ
トワークの構築と運⽤に取り組み、NTPのサービス形態とその運⽤技術の
修得を⾏います。共同研究終了後は、その成果を基にして⽇本標準時を時
刻源とするNTPサーバを早期に公開する予定です。

 

【共同研究の概要】

1. 共同研究期間︓ 平成12年3⽉末まで
2. 主な共同研究内容

NTPにより多数の利⽤者へ時刻供給する際の最適な供給網と運
⽤技術を確⽴する
時刻情報サーバへの負荷測定を定量的に測定し、制御監視⽅法
を確⽴する
ネットワーク上での遅延時間を測定し、時刻供給精度の向上に
資する

3. ネットワーク構成



CRLにNTP(Stratum-1)サーバを、MFEEDにNTP(Stratum-2)
サーバをそれぞれ設置し、CRLとMFEED間を専⽤線を⽤いて接
続する。
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【参考資料】

1. ⽤語の説明
NTP(Network Time Protocol)

NTPは、インターネットなどの計算機ネットワークに接続
された計算機内蔵時計の時刻を合わせるための技術で、そ
の⼿法は、⽶国で開発されたものです。
基本的には、計算機ネットワークに接続された計算機を階
層状に接続し、各計算機は、⾃分が属する階層内か１つ上
の階層のNTPサーバにのみアクセスし、ネットワークで接
続される計算機間の時刻同期のための通信を１つのサーバ
に集中させない様に考えられた技術です。
各計算機の時刻合わせは、双⽅向通信で⾏われ、回線によ
る遅延時間をキャンセルして時刻同期の精度を⾼める様に
考えられています。

 
Stratum-1、Stratum-2

NTPにおける計算機の階層を⽰すもので、Stratum-1(ス
トレータム1)が最上位の階層(第1階層)に相当します。
Stratum-2(ストレータム2︔第2階層)以下の階層の計算



機は、最終的にはStratum-1サーバの時刻に同期すること
になります。

 
⽇本標準時(JST)

郵政省通信総合研究所が決定し⽇本全国にお知らせしてい
る⽇本の標準時です。
その誤差は、数⼗万年から数百万年に1秒の誤差しかあり
ません。標準電波(コールサインJJY)やその他の⼿段で送
信され、電話の時刻サービスや放送局の時報の元としてご
家庭に伝えられます。

 
 

2. 今回の共同研究の意義
NTPそのものは、LAN(Local Area Network)内などでGPSを受信し
て得られる時刻信号などを基準にして構築・実⽤化されたり、外国の
NTPサーバへアクセスすることで可能なことから、我が国でも⼀般的
になりつつあります。今回の共同研究は、郵政省通信総合研究所の⽇
本標準時(JST)を精度よく安定に供給することを⽬的に実施されるも
のです。

 

【今回の共同研究におけるシステム構成】
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